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(57)【要約】
【課題】  有機ＥＬ素子などに代表される電流制御型発
光素子を用いた表示パネルの低消費電力化を図る。
【解決手段】  発光素子と電流供給手段との間にスイッ
チ手段を挿入する。



(2) 特開２００２－２７８４９７

10

20

30

40

50

1
【特許請求の範囲】
【請求項１】  基板上に走査線と信号線とがマトリクス
状に形成され、該走査線と該信号線との交差点近傍に、
入力電流に応じて輝度が変化する電流制御型発光素子を
少なくとも一つ有する画素回路を持つアクティブマトリ
クス型の表示パネルにおいて、前記画素回路は、前記電
流制御型発光素子に電流を供給する手段である電流供給
手段と、前記電流供給手段と前記電流制御型発光素子と
の間に接続されたスイッチ手段と、を備えたことを特徴
とする表示パネル。
【請求項２】  さらに、前記走査線と前記信号線とに接
続され、該走査線及び該信号線からの信号によって前記
電流供給手段から前記スイッチ手段への電流の供給、非
供給の切換を行う電流制御手段を備えたことを特徴とす
る請求項１に記載の表示パネル。
【請求項３】  前記スイッチ手段が、少なくとも１つの
トランジスタで構成されることを特徴とする請求項１又
は２に記載の表示パネル。
【請求項４】  前記トランジスタは薄膜トランジスタで
あることを特徴とする請求項３に記載の表示パネル。
【請求項５】  さらに２入力のマルチプレクス駆動制御
を行う駆動制御手段を備え、前記スイッチ手段は、前記
駆動制御手段と共に２入力のマルチプレクサを構成する
ことを特徴とする請求項１から４のうちのいずれか１項
に記載の表示パネル。
【請求項６】  請求項１から５のうちのいずれか１項に
記載の表示パネルの駆動方法であって、前記スイッチ手
段の開閉時間を制御することにより前記電流制御型発光
素子の発光量を調整することを特徴とする駆動方法。
【請求項７】  請求項２から５のうちのいずれか１項に
記載の表示パネルの駆動方法であって、前記スイッチ手
段の開閉時間を制御することにより前記電流制御型発光
素子の発光量を調整すること、前記電流制御手段によっ
て各画素に含まれる前記電流制御型発光素子の１フィー
ルドにおける発光、非発光を選択すること、を特徴とす
る駆動方法。
【請求項８】  前記選択は、前記１フィールドにつき１
回のみ行うことを特徴とする請求項７に記載の駆動方
法。
【請求項９】  請求項５に記載の表示パネルの駆動方法
であって、２入力のマルチプレクス駆動によって前記電
流制御型発光素子の発光時間を制御することを特徴とす
る駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、ディスプレイに用
いられる発光素子の駆動装置に関し、特に有機及び無機
エレクトロルミネッセンス素子、又は発光ダイオード等
のような発光輝度が素子を流れる電流により制御される
電流制御型発光素子の駆動回路に関する。
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【０００２】
【従来の技術】有機及び無機エレクトロルミネッセンス
（ＥＬ）素子、又は発光ダイオード（ＬＥＤ）等のよう
な電流制御型発光素子をアレイ状に組み合わせ、ドット
マトリクスにより文字表示を行うディスプレイは、テレ
ビ、携帯端末等に広く利用されている。
【０００３】特に、自発光素子を用いたこれらのディス
プレイは、液晶を用いたディスプレイと異なり、照明の
ためのバックライトを必要としない、視野角が広い等の
特徴を有し、注目を集めている。
【０００４】中でも、トランジスタ等とこれらの発光素
子とを組み合わせてスタティック駆動を行うアクティブ
マトリクス型と呼ばれるディスプレイは、ダイナミック
駆動を行う単純マトリクス駆動のディスプレイと比較し
て、高輝度、高コントラスト、高精細等の優位性を持っ
ており近年注目されている。
【０００５】この種のディスプレイの従来例として、図
９に、Ｓｏｃｉｅｔｙ  ｆｏｒ  Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏ
ｎ  Ｄｉｓｐｌａｙ発行の１９９０年秋期大会予稿集
「Ｅｕｒｏｄｉｓｐｌａｙ’９０」の第２１６～２１９
頁の発表から引用した、発光素子にＥＬ素子を使用した
アクティブマトリクス型ディスプレイの発光素子駆動回
路を示す。
【０００６】図９を参照して、この駆動回路では、トラ
ンジスタ３５のゲート電極に接続された走査線３１が選
択されて活性化されると、トランジスタ３５がオン状態
となり、トランジスタ３５に接続された信号線３２から
信号がコンデンサ３８に書き込まれる。コンデンサ３８
はトランジスタ４１のゲート・ソース間電圧を決定す
る。
【０００７】そして、走査線３１が非選択となりトラン
ジスタ３５がオフ状態になると、コンデンサ３８の両端
間の電圧は次の周期に走査線３１が選択されるまで保持
される。
【０００８】コンデンサ３８の両端間の電圧に応じて、
電源線３９→発光素子４０→トランジスタ４１のドレイ
ン－ソース→共通電極４２という経路に沿って電流が流
れ、この電流により発光素子４０が発光する。
【０００９】
【発明が解決しようとする課題】一般的にコンピュータ
の端末、パソコンのモニタ、テレビ等の動画表示を行う
ためには、各画素の発光量が変化して階調表示が出来る
ことが望ましい。
【００１０】画像に階調性を出すために、従来例では、
アナログ階調方式、面積階調方式、時間階調方式があ
る。
【００１１】アナログ階調方式では、発光素子に電流を
供給するトランジスタ４１のゲート電位を、ビデオ信号
に応じて制御する、即ち、トランジスタ４１のコンダク
タンスを制御する必要がある。この場合、有機ＥＬ素子
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の輝度－電圧特性に応じてビデオ信号を変化させる必要
がある。
【００１２】一般的に有機ＥＬ素子の電圧－電流特性は
非線形のダイオード特性を示すため、電圧－輝度特性も
ダイオード特性を示す。従って、ビデオ信号電圧にガン
マ補正を施す必要があり、システムが複雑になる。
【００１３】また、表示パネル上のそれぞれの画素に備
えられたトランジスタの特性のバラツキにより、仮に全
画素に入力されるビデオ信号電圧が均一であっても、表
示にムラが生じてしまうことがある。
【００１４】図９の駆動回路においてアナログ階調表示
を行うには、トランジスタ４１のゲート・ソース電極間
に閾値電圧（Ｖ

th
）付近の電圧を印加する必要がある。

【００１５】しかし、例えばトランジスタＡとトランジ
スタＢのゲート電圧・ソース電流特性に、図１０に示す
ようなばらつきがあると（図１０中、実線がトランジス
タＡの特性、点線がトランジスタＢの特性を表してい
る）、例えば図９のトランジスタ４１に対応するトラン
ジスタのゲート電極にゲート電圧Ｖ

G
を印加した場合、

それぞれのトランジスタに流れる電流はＩ
A
（実線で示

す曲線とＶ
G
との交点）とＩ

B
（破線で示す曲線とＶ

G
と

の交点）のように異なるため、発光素子４０に流れる電
流も変わり、本来ならば同じ輝度であるはずの領域の輝
度が異なり、このため、例えば輝度むら等の画質劣化が
生じることになる。
【００１６】上述のようなトランジスタ特性のばらつき
の影響を受けにくい回路も提案されている。ＩＤＲＣ
（Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ  Ｄｉｓｐｌａｙ  Ｒｅ
ｓｅａｒｃｈ  Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ）２０００、Ｄｉ
ｇｅｓｔ  Ｐ．３５８～３６１には、カレントミラー回
路を発光素子駆動用画素回路に適用した形態が提案され
ている（図１１）。
【００１７】カレントミラー回路は、供給された電流
を、トランジスタの閾値電圧にかかわらず負荷に供給す
ることが可能であるため、本質的にトランジスタのバラ
ツキに関係なく、負荷、即ち、発光素子に定電流を供給
することが可能となる。
【００１８】一方、文献ＡＭ－ＬＣＤ２０００、ＡＭ３
－１には面積階調方式が提案されている。
【００１９】これは、一つの画素を複数の画素に分割
し、各画素はオン／オフを行い、オンしている画素の総
面積によって階調を出すものである。
【００２０】しかしながら、この方式では開口率を上げ
るのが困難なため、発光素子への駆動電流密度を上げざ
るを得ず、駆動電圧の上昇、素子の寿命低下といった問
題を生じることがある。
【００２１】また、時間階調方式は上述の課題を解決す
るために、階調を発光素子の発光時間によって制御する
方式であり、例えば、ＳＩＤ２０００  ＤＩＧＥＳＴ  
３６.１(Ｐ．９１２～９１５)で報告されている。しか

4
しながら、トランジスタのバラツキを少なくするため、
発光素子の定電流駆動の為のトランジスタを線形領域で
動作させる必要があり、このため、電源電圧、消費電力
の上昇といった問題がある。
【００２２】また、この方式では、上述の報告内にもあ
るように、複数の発光期間の選択により発光時間を調整
する。たとえば、８ビット(２５６階調)を表示しようと
した場合、発光時間としては、時間比率が１：２：４：
８：１６：３２：６４：１２８の８つのサブフィールド
期間を選択することになる。そして、各サブフィールド
期間の直前に、そのサブフィールドでの発光／非発光を
選択するため、そのたびに全画素のアドレッシング期間
が存在する。このアドレッシング期間は、基本的には非
表示であり、そのため、１フィールド内での有効発光期
間は、Ｎビット階調表示を行おうとした場合、
有効発光期間＝（１フィールド期間）－（１画面アドレ
ッシング期間×Ｎ）
となり、発光量が低下する。そのため、１サブフィール
ド当りの発光量を上げてフィールド全体での発光量を補
う必要が生じる。これには、個々の発光素子の発光輝度
を上げることが必要であり、発光素子の寿命低下などに
つながる。また、通常の液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）で
は、１フィールドあたり１回のアドレッシングで済むと
ころを、階調ビット回数分だけアドレッシングする必要
があるため、より高速のアドレッシング回路が必要にな
る。
【００２３】本発明は上記課題に鑑みなされたものであ
り、従来よりも優れた表示パネルを提供することを目的
とする。
【００２４】
【課題を解決するための手段】上記課題を解決するため
の請求項１に記載の発明は、基板上に走査線と信号線と
がマトリクス状に形成され、該走査線と該信号線との交
差点近傍に、入力電流に応じて輝度が変化する電流制御
型発光素子を少なくとも一つ有する画素回路を持つアク
ティブマトリクス型の表示パネルにおいて、前記画素回
路は、前記電流制御型発光素子に電流を供給する手段で
ある電流供給手段と、前記電流供給手段と前記電流制御
型発光素子との間に接続されたスイッチ手段と、を備え
たことを特徴とする。
【００２５】請求項２に記載の発明は、請求項１に記載
の表示パネルにおいて、さらに、前記走査線と前記信号
線とに接続され、該走査線及び該信号線からの信号によ
って前記電流供給手段から前記スイッチ手段への電流の
供給、非供給の切換を行う電流制御手段を備えたことを
好ましい態様として含むものである。
【００２６】請求項３に記載の発明は、請求項１又は２
に記載の表示パネルにおいて、前記スイッチ手段が、少
なくとも１つのトランジスタで構成されることを好まし
い態様として含むものである。
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【００２７】請求項４に記載の発明は、請求項３に記載
の表示パネルにおいて、前記トランジスタは薄膜トラン
ジスタであることを好ましい態様として含むものであ
る。
【００２８】請求項５に記載の発明は、請求項１から４
のうちのいずれか１項に記載の表示パネルにおいて、さ
らに２入力のマルチプレクス駆動制御を行う駆動制御手
段を備え、前記スイッチ手段は、前記駆動制御手段と共
に２入力のマルチプレクサを構成することを好ましい態
様として含むものである。
【００２９】上記課題を解決するための請求項６に記載
の発明は、請求項１から５のうちのいずれか１項に記載
の表示パネルの駆動方法であって、前記スイッチ手段の
開閉時間を制御することにより前記電流制御型発光素子
の発光量を調整することを特徴とする。
【００３０】上記課題を解決するための請求項７に記載
の発明は、請求項２から５のうちのいずれか１項に記載
の表示パネルの駆動方法であって、前記スイッチ手段の
開閉時間を制御することにより前記電流制御型発光素子
の発光量を調整すること、前記電流制御手段によって各
画素に含まれる前記電流制御型発光素子の１フィールド
における発光、非発光を選択すること、を特徴とする。
【００３１】請求項８に記載の発明は、請求項７に記載
の駆動方法において、前記選択は、前記１フィールドに
つき１回のみ行うことを好ましい態様として含むもので
ある。
【００３２】上記課題を解決するための請求項９に記載
の発明は、請求項５に記載の表示パネルの駆動方法であ
って、２入力のマルチプレクス駆動によって前記電流制
御型発光素子の発光時間を制御することを特徴とする。
【００３３】
【発明の実施の形態】（表示パネル）本発明は、基板上
に走査線と信号線とがマトリクス状に形成され、該走査
線と該信号線との交差点近傍に、入力電流に応じて輝度
が変化する電流制御型発光素子を少なくとも一つ有する
画素回路を持つアクティブマトリクス型の表示パネルに
おいて、画素回路が、前記電流制御型発光素子に電流を
供給する手段である電流供給手段と、前記電流供給手段
と前記電流制御型発光素子との間に接続されたスイッチ
手段と、を備えたことを特徴とする。
【００３４】このような構成によれば、スイッチ手段の
開閉時間を制御することにより、１フィールドにおける
画素の発光量を調整し、結果として階調表示を得ること
ができる。
【００３５】さらには、走査線と信号線とに接続され、
該走査線及び該信号線からの信号によって電流供給手段
と前記スイッチ手段との接続の開閉を行う電流制御手段
を備えたことを好ましい態様として含むものである。
【００３６】このような構成によれば、走査線と信号線
と電流制御手段とを各画素のアドレッシングに使用する
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ことができ、選択された画素にのみ例えば１フィールド
における発光、非発光の情報が書き込み、その情報に基
づいて電流供給手段から発光素子に電流を供給すること
ができる。このとき更に、スイッチ手段の開閉時間を制
御することにより、１フィールドにおける発光量を調整
し、結果としてクロストークの発生しない、安定した階
調表示を得ることができる。
【００３７】以下の具体的な実施形態においては、発光
素子として、有機ＥＬ素子を例としてあげる。
【００３８】図１は、本発明の表示パネルの１画素の回
路構成の模式図である。図１中、１は電流制御手段、２
は有機ＥＬ素子を発光させるための電流を供給する電流
供給手段、３はスイッチ手段、４は発光素子に対応する
有機ＥＬ素子である。なお、図１に示したものは電流制
御手段を備えた好ましい形態である。
【００３９】本発明の特徴は、図１に示したように、電
流供給手段２と有機ＥＬ素子４の間に直列にスイッチ手
段３を入れたことである。
【００４０】電流制御手段１を備えていれば、これをア
ドレッシングに使用することにより、選択された画素に
のみ例えば発光、非発光の情報が書き込まれ、その情報
に基づいて電流供給手段２から有機ＥＬ素子に電流が供
給される。このとき、直列に配置したスイッチ手段３の
開閉時間を制御することにより、発光量を調整し、結果
として階調表示を得ることができる。
【００４１】図２は、本発明の表示パネルのより好まし
い実施形態の１画素の回路構成の模式図である。図２
中、図１と同じ符号は同じ部材を表し、５は、２入力の
マルチプレクス駆動制御を行う駆動制御手段である。
【００４２】図２に示した形態においては、有機ＥＬ素
子４の発光時間を制御するために２入力のマルチプレク
ス駆動を用いる。
【００４３】図３は、本発明の表示パネルの一実施形態
の画素回路図である。２７は有機ＥＬ素子、１０は走査
線、１１は信号線、１５は電源線、１２は制御信号線、
２０～２２は薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）、１４はカソ
ード電極線である。電流供給用のＴＦＴ２１と有機ＥＬ
素子１４との間にもう１つＴＦＴ２２を直列に挿入した
ことが特徴である。
【００４４】本形態においては、電流供給手段は、電源
線１５とＴＦＴ２１とに対応し、電流制御手段は、ＴＦ
Ｔ２０に対応し、スイッチ手段はＴＦＴ２２に対応す
る。なお、電流供給手段は、本形態のように電源とスイ
ッチとの組み合わせでも良いし、それ自体が電源で有っ
ても良い。また、電流制御手段は、本形態のようにスイ
ッチであっても良いし、電源自体を制御するドライバー
であっても良い。
【００４５】図４は、本発明の表示パネルの他の実施の
形態の画素回路図である。図４中、図３と同じ符号は同
じ部材を表し、３はスイッチ手段、１３は制御信号線、
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２３，２４はＴＦＴである。
【００４６】図３の形態と比べて、電流供給用のＴＦＴ
２１と有機ＥＬ素子２７との間に２つのＴＦＴ２３，２
４を直列に挿入したことが特徴である。
【００４７】本形態においては、スイッチ手段がこのＴ
ＦＴ２３，２４によって構成されている。この直列に接
続されたＴＦＴ群（図中点線内）の各々のゲート電極に
接続された制御信号線１２，１３がマルチプレクス駆動
するときの２入力に使用される。この２つの入力の信号
パルスを制御することにより、有機ＥＬ素子２７に電流
が流れる時間（２つのＴＦＴが同時にオンする時間）を
制御することが可能である。
【００４８】なお、本形態において、制御信号線１２，
１３を２入力のマルチプレクス駆動制御を行う不図示の
制御信号ドライバーに接続すれば、これが本発明の駆動
制御手段に対応する。
【００４９】図５は、図２の回路構成の画素を用いて構
成した本発明の表示パネルの模式図である。図５中、図
２と同じ符号は同じ部材を表し、６は走査ドライバー、
７は信号ドライバー、１４はカソード電極線、８，９は
マルチプレクス駆動するための制御信号ドライバー、１
０は走査線、１１は信号線、１２，１３は制御信号線、
１６は駆動制御回路である。
【００５０】走査ドライバー６及び信号ドライバー７に
より画素の１フィールドにおける発光・非発光が選択さ
れ、電流制御手段１によって電流供給手段２からの発光
電流の供給、非供給の切換が行われる。このとき、スイ
ッチ手段３の開閉時間は、制御信号ドライバー８，９か
らマトリクス配置された制御信号線１２，１３に送られ
る信号の組合せによる駆動制御回路５の出力により制御
される。
【００５１】本形態においては、駆動制御回路５と、制
御信号ドライバー８，９と、制御信号線１２，１３と
が、２入力のマルチプレクサを構成し、駆動制御手段に
対応する。
【００５２】マルチプレクサとして使用される制御信号
ドライバーは、例えば従来のマトリクス液晶表示パネル
用のドライバー技術をそのまま使用可能である。
【００５３】図６は、本発明の表示パネルの一実施形態
の一部分の回路図である。本形態は、画素回路として図
３に示した形態のものをマトリクス状に配置したもので
あり、図６には、そのうちの２×２だけのマトリクス回
路を示しているが、行列数はこれに限定されるものでは
ない。
【００５４】本形態においては、図３のＴＦＴ２２に対
応するトランジスタのオン、オフのみによっても有機Ｅ
Ｌ素子の発光時間の制御は可能であるが、さらに、図３
のカソード電極線１４を、図６のように制御信号線１３
に接続して、制御信号線１２，１３を用いた２入力のマ
ルチプレクス駆動も可能である。
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【００５５】図７は、本発明の表示パネルの他の実施形
態の一部分の回路図である。本形態は、画素回路として
図４に示した形態のものをマトリクス状に配置したもの
であり、そのうちの２×２だけのマトリクス回路を示し
ているが、行列数はこれに限定されるものではない。
【００５６】本形態では、有機ＥＬ素子に直列に接続さ
れた２つのＴＦＴのゲート電極を夫々マトリクス配線で
共通接続し（図７中の制御信号線１２，１３）夫々を入
力とするマルチプレクス駆動をすることにより発光時間
の制御（マルチプレクス駆動される２つのＴＦＴが同時
にオンする時間の制御）が可能となる。
【００５７】（駆動方法）本発明の駆動方法は、上記本
発明の表示パネルの駆動方法であって、スイッチ手段の
開閉時間を制御することにより発光素子の発光量を調整
することを特徴とするものである。
【００５８】この方法によって、発光素子の発光量を直
接自在に調節することができる。
【００５９】好ましくは、電流制御手段によって各画素
の１フィールドにおける発光、非発光を選択することで
ある。
【００６０】この方法によって、クロストークのない発
光、非発光の制御が可能となる。
【００６１】さらに好ましくは、発光、非発光の選択
は、１フィールドにつき１回のみ行うことである。
【００６２】これによって、時間階調方式において、映
像情報の各画素への書込みは１フィールドに１回のみ行
うため、階調表現に必要な発光時間の制御は、全画素同
時に実現できるため、従来のように階調ビット回数分の
書込み（アドレッシング）が必要なくなる。以下にこれ
を詳しく説明する。
【００６３】図８は、時間階調方式によって階調表示を
行う際の、１フィールドあたりの１画素の発光時間比率
を表す概念図である。
【００６４】各画素への映像情報の書込み（アドレッシ
ング）期間に、表示画素への映像情報の書込みを行った
後、スイッチの開閉時間を、スイッチの開閉タイミング
を制御することにより制御する。図８では、階調数とし
て５ビット諧調を表示する場合の例を示した。表示期間
を５つのサブフィールド（ＳＦ１～５）に分け、これら
のサブフィールドのどの期間に発光するか、トータルの
発光時間の違いにより階調表示を行う。尚、図８におい
ては、各サブフィールドＳＦ１～ＳＦ５を順次連続して
示したが、本発明においては、発光素子４の発光時間が
表示期間内においてトータルで所定の時間になれば良
く、そのタイミングや連続発光時間、複数の発光時間の
間の長さについては特に限定されない。
【００６５】本発明によれば、時間階調方式による階調
表示において、映像情報の各画素への書込みは１フィー
ルドに１回で済み、従来のように階調ビット回数分の書
込み（アドレッシング）は必要ない。
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【００６６】例えば、フルカラー表示を行う８ビット階
調を考えた場合、フィールド周波数６０Ｈｚ、走査線数
２４０本、１走査線のアドレッシング周期として２５０
ｋＨｚ必要であると仮定して、
従来の発光時間（完全白表示）＝１／６０－１／（２５
０×１０3）×８×２４０＝９．０ｍｓｅｃ．
本発明の発光時間（完全白表示）＝１／６０－１／（２
５０×１０3）×２４０＝１５．７ｍｓｅｃ．
となり、本発明のほうが、１．７倍発光時間を長くとれ
る。このことは、言い換えると、同じ発光量を得るのに
従来方法より発光素子に流す電流を１．７分の１に低減
できることを意味する（有機ＥＬ素子の場合、電流量と
発光輝度はほぼリニヤに変化すると考えてよい）。これ
は携帯機器の表示素子のように、バッテリー駆動を前提
とした応用には非常に重要である。
【００６７】さらに好ましくは、２入力のマルチプレク
ス駆動によって前記電流制御型発光素子の発光時間を制
御することである。
【００６８】これによって、ＶＧＡなどの画素数の多い
表示パネルにおいても、所望の表示を行うことができ
る。
【００６９】以下に、上述の実施形態の表示パネルを用
いた具体的な駆動方法を説明する。
【００７０】先ず、上述の図６の形態の表示パネルの具
体的な駆動方法を、図３を合わせて参照しながら説明す
る。
【００７１】走査線１０が選択されてＴＦＴ２０がオン
すると、画素の発光／非発光の選択信号が信号線１１か
らＴＦＴ２１のゲート容量に転送され、その後ＴＦＴ２
０がオフしても保持される。これによって画素のアドレ
ッシングがなされる。
【００７２】電源線１５からの定電流は、選択信号に応
じてＴＦＴ２１を介して供給される。仮に画素にこの発
光選択信号が転送された場合、その状態でＴＦＴ２２の
ゲート電極に制御信号線１２よりパルス信号が供給され
ると、ＴＦＴ２２のオン・オフに応じて、有機ＥＬ素子
２７がオン・オフし、即ち、有機ＥＬ素子２７が発光・
非発光を行うことになる。このオン・オフ制御によって
１画素の発光量を調節し、時間階調を得ることができ
る。
【００７３】また、この形態の表示パネルの別な駆動方
法として、図３に示す有機ＥＬ素子のカソード電極線１
４を図６に示すように制御信号線１３として使用し、こ
こにもパルス信号を与える方法も挙げられる。
【００７４】本形態では、有機ＥＬ素子に直列に接続さ
れた１つのＴＦＴのゲート電極を一方のマトリクス配線
で共通接続し（図６中の制御信号線１２）、またカソー
ド電極線を列ごとに分離形成することで（図６中の制御
信号線１３）、夫々を入力とするマルチプレクス駆動を
することにより発光時間の制御（マルチプレクス駆動さ*
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*れるＴＦＴがオン、カソード電極線でもある制御信号線
１３の電位がＬｏｗレベル、になる時間の制御）が可能
となる。この形態では、後述のスイッチ手段としてＴＦ
Ｔ２つを用いる場合と比べてＴＦＴの数が１つ少なくて
すみ、その分画素の微細化には有利となる。
【００７５】次に図７の形態の表示パネルの具体的な駆
動方法を、図４を合わせて参照しながら説明する。
【００７６】本形態では、アドレッシングは上述の図６
の形態を用いた場合の駆動方法と同様に行い、有機ＥＬ
素子２７に直列に接続された２つのＴＦＴ２３，２４の
ゲート電極を夫々マトリクス配線で共通接続し（図７中
の制御信号線１２，１３）夫々を入力とするマルチプレ
クス駆動をすることにより発光時間の制御（マルチプレ
クス駆動される２つのＴＦＴが同時にオンする時間の制
御）が可能となる。
【００７７】
【発明の効果】以上説明したように、本発明によれば、
電流制御型発光素子の階調制御方法として時間階調方式
を採用した場合、発光時間を長く取ることができるた
め、発光素子に流れる電流を小さくできる。その結果、
表示パネル全体の消費電力の低減化が図れ、携帯機器な
どのバッテリー駆動用途にも充分対応が可能になる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の表示パネルの１画素の回路構成の模式
図である。
【図２】本発明の表示パネルの一実施形態の１画素の回
路構成の模式図である。
【図３】本発明の表示パネルの一実施形態の画素回路図
である。
【図４】本発明の表示パネルの他の実施の形態の画素回
路図である。
【図５】図２の回路構成の画素を用いて構成した本発明
の表示パネルの模式図である。
【図６】本発明の表示パネルの一実施形態の一部分の回
路図である。
【図７】本発明の表示パネルの他の実施形態の一部分の
回路図である。
【図８】１フィールドあたりの１画素の発光時間比率を
表す概念図である。
【図９】従来の画素回路の一例を示す回路図である。
【図１０】２つのトランジスタの特性のばらつきを示す
特性図である。
【図１１】カレントミラー回路を用いた従来の画素回路
の一例を示す回路図である。
【符号の説明】
１  電流制御手段
２  電流供給手段
３  スイッチ手段
４  発光素子
５  駆動制御手段
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６  走査ドライバー
７  信号ドライバー
８，９  制御信号ドライバー
１０  走査線
１１  信号線
１２，１３  制御信号線
１４  カソード電極線
１５  電源線
１６  駆動制御回路
２０～２４  トランジスタ *
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*２７  有機ＥＬ素子
３０  定電流回路
３１  走査線
３２  信号線
３３～３５，４１  トランジスタ
３８  コンデンサ
３９  カソード電極
４０  発光素子
４２  電源線
４３  電流制御回路

【図１】 【図２】 【図３】

【図４】 【図５】
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【図８】 【図９】

【図１０】

【図１１】
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